
第

六

百

七

号

令

和

七

年

七

月

十

五

日

(

火
曜
日)

目

次

規

則

○
岐
阜
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

防

災

課)

三
一
一
ペ
ー
ジ

告

示

○
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
の
研
修
の
指
定

(

生
活
衛
生
課)

三
一
二

○
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
に
基
づ
く
業
務
従
事
者
に
対
す
る
講
習
の
指
定

(

同

)

三
一
二

○
医
療
扶
助
又
は
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
等

の
指
定

(

地
域
福
祉
課)

三
一
三

○
介
護
扶
助
又
は
介
護
支
援
給
付
の
た
め
の
居
宅
介
護
事
業
者
等
の
指

定

(
同

)

三
一
三

○
道
路
の
供
用
開
始

(

道
路
維
持
課)

三
一
四

○
行
政
区
域
の
境
界
に
係
る
道
路
の
管
理
に
関
す
る
協
定

(

同

)

三
一
四

○
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
道
路
の
位
置
指
定

(

建
築
指
導
課)

三
一
五

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

○
個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
指
定

(

選
挙
管
理
委
員
会)

三
一
五

○
施
設
の
長
が
不
在
者
投
票
管
理
者
と
な
る
施
設
の
指
定
の
取
消
し

(

同

)

三
一
六

公

示

○
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
認
可

(

西
濃
農
林
事
務
所)

三
一
六

雑

報

○
岐
阜
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
決
算
公
告

(

市

町

村

課)

三
一
六

規

則

岐
阜
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
七
年
七
月
十
五
日

岐
阜
県
知
事

江

崎

禎

英

岐
阜
県
規
則
第
六
十
一
号

岐
阜
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岐
阜
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則(

昭
和
三
十
五
年
岐
阜
県
規
則
第
六
十
七
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
六
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

六

被
災
し
た
住
宅
の
応
急
修
理

１

住
家
の
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
緊
急
の
修
理

一�
災
害
の
た
め
住
家
が
半
壊
、
半
焼
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
程
度
の
損
傷
を
受
け
、
雨
水
の
浸

入
等
を
放
置
す
れ
ば
住
家
の
被
害
が
拡
大
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
者
に
対
し
て
行
う
。

二�
住
家
の
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
緊
急
の
修
理
が
必
要
な
部
分
に
対
し
、
合
成
樹
脂

シ
ー
ト
、
ロ
ー
プ
、
土
の
う
等
を
用
い
て
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
修
理
の
た
め
に
支
出
で
き
る

費
用
は
、
一
世
帯
当
た
り
五
万
円
以
内
と
す
る
。

三�
住
家
の
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
緊
急
の
修
理
は
、
災
害
発
生
の
日
か
ら
十
日
以
内

に
完
了
す
る
。

２

日
常
生
活
に
必
要
な
最
小
限
度
の
部
分
の
修
理

一�
災
害
の
た
め
住
家
が
半
壊
、
半
焼
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
程
度
の
損
傷
を
受
け
、
自
ら

の
資
力
で
は
応
急
修
理
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
又
は
大
規
模
な
補
修
を
行
わ
な
け
れ
ば
居

住
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
程
度
に
住
家
が
半
壊
し
た
者
に
対
し
て
行
う
。

令和７年７月15日 岐 阜 県 公 報 第 607 号( 311 )

○

○

岐

阜

県

公

報

毎
週

(

火
曜
日

金
曜
日)

発
行

(

休
日
に
当
た
る

と
き
は
翌
日)

令
和
七
年
七
月
十
五
日



二�
居
室
、
炊
事
場
、
便
所
等
日
常
生
活
に
必
要
最
小
限
度
の
部
分
に
対
し
、
現
物
を
も
つ
て
行

う
も
の
と
し
、
そ
の
修
理
の
た
め
に
支
出
で
き
る
費
用
は
、
一
世
帯
当
た
り
次
に
掲
げ
る
額
以

内
と
す
る
。

��
に
掲
げ
る
世
帯
以
外
の
世
帯

七
十
万
六
千
円

�
半
壊
又
は
半
焼
に
準
ず
る
程
度
の
損
傷
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
世
帯

三
十
四
万
三
千
円

三�
日
常
生
活
に
必
要
な
最
小
限
度
の
部
分
の
修
理
は
、
災
害
発
生
の
日
か
ら
三
月
以
内(

災
害

対
策
基
本
法(

昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号)

第
二
十
三
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す

る
特
定
災
害
対
策
本
部
、
同
法
第
二
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
非
常
災
害
対
策
本
部
又
は
同

法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
緊
急
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
災
害
に
あ
つ
て

は
、
六
月
以
内)

に
完
了
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
岐
阜
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
規
定
は
、
令

和
五
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

告

示

岐
阜
県
告
示
第
三
百
三
十
五
号

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
七
号)

第
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
師
の
研
修
と
し
て
、
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

令
和
七
年
七
月
十
五
日

岐
阜
県
知
事

江

崎

禎

英

一

主
催
者
の
名
称
及
び
所
在
地

公
益
財
団
法
人
全
国
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

東
京
都
港
区
新
橋
六
丁
目
八
番
二
号

二

研
修
の
種
類

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
が
出
席
し
て
受
講
す
る
研
修

三

研
修
の
科
目
及
び
時
間
数

１

衛
生
法
規
及
び
公
衆
衛
生

一
時
間

２

洗
濯
物
の
受
取
、
保
管
及
び
引
渡
し

一
時
間(

継
続
受
講
者
は
、
四
十
分)

３

洗
濯
物
の
処
理

一
時
間(

継
続
受
講
者
は
、
四
十
分)

４

繊
維
及
び
繊
維
製
品

一
時
間(

継
続
受
講
者
は
、
四
十
分)

四

研
修
の
開
催
年
月
日
並
び
に
会
場
の
名
称
及
び
所
在
地

１

令
和
七
年
十
月
二
十
四
日(

金)

飛�
総
合
庁
舎

中
会
議
室

高
山
市
上
岡
本
町
七
丁
目
四
六
八

２

令
和
七
年
十
一
月
十
日(

月)

東
濃
西
部
総
合
庁
舎

大
会
議
室

多
治
見
市
上
野
町
五
丁
目
六
八
―
一

３

令
和
七
年
十
二
月
七
日(

日)

Ｏ
Ｋ
Ｂ
ふ
れ
あ
い
会
館

三
〇
二
会
議
室

岐
阜
市
薮
田
南
五
丁
目
一
四
―
五
三

五

研
修
受
講
料

五
千
円

岐
阜
県
告
示
第
三
百
三
十
六
号

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
七
号)

第
八
条
の
三
に
規
定
す
る
業
務
従
事
者

に
対
す
る
講
習
と
し
て
、
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

令
和
七
年
七
月
十
五
日

岐
阜
県
知
事

江

崎

禎

英

一

主
催
者
の
名
称
及
び
所
在
地

公
益
財
団
法
人
全
国
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

東
京
都
港
区
新
橋
六
丁
目
八
番
二
号

二

講
習
の
種
類

通
信
制
で
行
う
講
習

三

受
講
申
込
手
続
及
び
受
付
期
間
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１

受
講
申
込
手
続

受
付
方
法

郵
送
又
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

申
込
先

岐
阜
市
薮
田
南
五
丁
目
一
四
番
一
二
号

シ
ン
ク
タ
ン
ク
庁
舎
三
階

公
益
財
団
法
人
岐
阜
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
事
務
局

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
番
号

〇
五
八
―
二
七
四
―
八
〇
一
一

２

受
付
期
間

受
付
開
始
年
月
日

令
和
八
年
一
月
十
三
日(

火)

受
付
締
切
年
月
日

令
和
八
年
一
月
三
十
日(

金)

レ
ポ
ー
ト
提
出
締
切
年
月
日

令
和
八
年
二
月
二
十
七
日(

金)

四

講
習
科
目
及
び
レ
ポ
ー
ト
課
題

１

衛
生
法
規
及
び
公
衆
衛
生

２

洗
濯
物
の
受
取
、
保
管
及
び
引
渡
し

３

洗
濯
物
の
処
理

４

繊
維
及
び
繊
維
製
品

五

受
講
対
象
者

岐
阜
県
内
に
所
在
す
る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
に
勤
務
す
る
業
務
従
事
者

六

講
習
受
講
料

四
千
五
百
円

岐
阜
県
告
示
第
三
百
三
十
七
号

生
活
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
四
十
九
条
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑

な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る

法
律(

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号)

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活

保
護
法
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
医
療
扶
助
又
は
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機

関
と
し
て
次
の
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
等
を
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
三
及
び
中
国
残
留

邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の

支
援
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十

五
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
七
年
七
月
十
五
日

岐
阜
県
知
事

江

崎

禎

英

訪
問
看
護
事
業
者

等
の
名
称

訪
問
看
護
事
業
者
等

の
主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
等
の
名
称

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
等
の
所
在
地

指

定

年
月
日

合
同
会
社
ひ
な
た

不
破
郡
垂
井
町
表
佐

四
一
七
〇
―
四

訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ひ
な
た

大
垣
市
荒
尾
町
六
一

―
七

令
和�･�･�

岐
阜
県
告
示
第
三
百
三
十
八
号

生
活
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
中
国
残
留
邦

人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支

援
に
関
す
る
法
律(

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号)

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と

さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
介
護
扶
助
又
は
介
護
支
援
給
付
の
た
め

の
居
宅
介
護
等
を
担
当
さ
せ
る
機
関
と
し
て
次
の
居
宅
介
護
事
業
者
等
を
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五

十
五
条
の
三
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等

及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と

さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
五
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
七
年
七
月
十
五
日

岐
阜
県
知
事

江

崎

禎

英
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居
宅
介
護
事
業
者
等
の
名
称

居
宅
介
護
事
業
者
等
の
主

た
る
事
務
所
の
所
在
地

サ
ー
ビ
ス

の
種
類

居
宅
介
護
事
業
所
等
の
名
称

居
宅
介
護
事
業
所
等
の
所

在
地

指

定

年

月

日

中
川
興
産
株
式
会
社

下
呂
市
幸
田
一
三
三
二
―

九

居
宅
療
養

管
理
指
導

下

呂

薬

局

下
呂
市
森
一
四
一
九
―
三

二

令
和

七
・

四
・

一

同

同

介
護
予
防

居
宅
療
養

管
理
指
導

同

同

同



岐
阜
県
告
示
第
三
百
三
十
九
号

道
路
法(
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
道
路
の
供

用
を
開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
七
月
十
五
日
か
ら
二
週
間
岐
阜
県
県
土
整
備
部
道
路
維
持
課

及
び
岐
阜
県
郡
上
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
七
月
十
五
日

岐
阜
県
知
事

江

崎

禎

英

岐
阜
県
告
示
第
三
百
四
十
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
道
路
の
供

用
を
開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
七
月
十
五
日
か
ら
二
週
間
岐
阜
県
県
土
整
備
部
道
路
維
持
課

及
び
岐
阜
県
郡
上
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
七
月
十
五
日

岐
阜
県
知
事

江

崎

禎

英

岐
阜
県
告
示
第
三
百
四
十
一
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
岐
阜
県
と
愛
知
県

と
の
行
政
区
域
の
境
界
に
係
る
道
路
の
管
理
に
つ
い
て
、
愛
知
県
と
次
の
と
お
り
協
定
を
締
結
し
た
の

で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
七
年
七
月
十
五
日

岐
阜
県
知
事

江

崎

禎

英

一

次
に
掲
げ
る
道
路
の
区
間
は
、
愛
知
県
を
も
っ
て
管
理
者
と
す
る
。

二

管
理
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
全
て
折
半
と
す
る
。
た
だ
し
、
小
修
繕(

照
明
用
灯
具
の
取

替
え
、
局
部
的
路
面
補
修
、
清
掃
等
を
い
う
。)

に
要
す
る
費
用
は
、
管
理
者
が
負
担
す
る
。

三

本
協
定
実
施
の
細
目
に
つ
い
て
は
、
愛
知
県
及
び
岐
阜
県
が
協
議
し
て
定
め
る
。

四

本
協
定
は
、
令
和
七
年
五
月
二
十
四
日
か
ら
実
施
す
る
。

附

則
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一
般
国
道

道
路
の
種
類

四
百
七
十

二
号

路
線
名

郡
上
市
明
宝
奥
住
字
馬
石
二
一
三

〇
番
八
地
先
か
ら

同

市
同

字
同

二
一
三

〇
番
二
地
先
ま
で

郡
上
市
明
宝
奥
住
字
馬
石
二
〇
〇

八
番
一
地
先
か
ら

同

市
同

字
同

二
〇
〇

二
番
一
地
先
ま
で

区

間��･� ��･� 延

長

(

メ
ー
ト

ル)

令
和�･�･�� 供

用
開
始

の
期
日

令
和�･�･�� 備

考

(

区
域
の

決
定
又
は

変
更
の
告

示
年
月
日

ほ
か)

一
般
県
道

羽
島
稲
沢
線

路

線

名

一
般
国
道

道
路
の
種
類

四
百
七
十

二
号

路
線
名岐

阜
県
羽
島
市
下
中
町
加
賀
野
井
字
東

流
木
曽
川
右
岸
堤
防
敷
地
先(

九
四
五

番)

か
ら

愛
知
県
一
宮
市
祐
久
字
外
浦
六
一
番
地

先
ま
で 区

間

郡
上
市
明
宝
奥
住
字
門
保
木
一
九

二
七
番
一
地
先
か
ら

同

市
同

字
同

一
九

一
三
番
一
地
先
ま
で

区

間

新
濃
尾
大
橋

延
長

七
五
九
・
〇
メ
ー
ト
ル

(

岐
阜
県

三
六
〇
・
〇
メ
ー
ト
ル)

(

愛
知
県

三
九
九
・
〇
メ
ー
ト
ル)

備

考

��･� 延

長

(

メ
ー
ト

ル)

令
和�･�･�� 供

用
開
始

の
期
日

令
和�･�･�� 備

考

(

区
域
の

決
定
又
は

変
更
の
告

示
年
月
日

ほ
か)



昭
和
五
十
六
年
一
月
三
十
一
日
に
締
結
し
た｢

行
政
区
画
の
境
界
に
係
る
道
路
の
管
理
に
関
す
る
協

定｣
(

以
下｢

昭
和
五
十
六
年
協
定｣

と
い
う
。)

は
、
本
協
定
の
実
施
の
日
か
ら
廃
止
す
る
。
た
だ
し
、

昭
和
五
十
六
年
協
定
で
定
め
る
渡
船
施
設
に
つ
い
て
は
、
そ
の
公
用
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

岐
阜
県
告
示
第
三
百
四
十
二
号

建
築
基
準
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号)

第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
道
路

の
位
置
を
、
建
築
事
務
所
長
が
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
の
で
、
建
築
基
準
法
施
行
規
則(

昭
和
二
十
五

年
建
設
省
令
第
四
十
号)

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

令
和
七
年
七
月
十
五
日

岐
阜
県
知
事

江

崎

禎

英

岐
阜
・
西
濃
建
築
事
務
所
長

中
濃
建
築
事
務
所
長

東
濃
建
築
事
務
所
長

(

道
路
の
位
置
を
示
す
図
面
は
、
そ
の
位
置
を
所
管
す
る
建
築
事
務
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

岐
阜
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
三
十
号

公
職
選
挙
法(
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号)

第
百
六
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
個
人

演
説
会
、
政
党
演
説
会
及
び
政
党
等
演
説
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
指
定
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
報
告
が
あ
っ
た
の
で
そ
の
旨
告
示
す
る
。
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関
市
小
屋
名
字
附
溝
八
〇
三
番
四

位

置

安
八
郡
安
八
町
南
今
ケ
渕
字
中
筋
四
六

〇
番
四

安
八
郡
輪
之
内
町
中
郷
新
田
字
多
良
井

七
〇
八
番
四

羽
島
郡
岐
南
町
平
島
八
丁
目
四
七
番
四

安
八
郡
安
八
町
南
今
ケ
渕
字
中
筋
四
六

六
番
四 位

置�･�� 幅

員

(

メ
ー
ト

ル) �･�� �･�� �･�� �･�� 幅

員

(

メ
ー
ト

ル)��･�� 延

長

(

メ
ー
ト

ル) ��･�� ��･�� ��･�� ��･�� 延

長
(

メ
ー
ト

ル)
岐
阜
県
指
令

中
建
築
第
三

七
号
の
二
七

指
定
番
号

岐
阜
県
指
令

岐
西
建
築
第

一
二
号
の
五

岐
阜
県
指
令

岐
西
建
築
第

一
二
号
の
二

岐
阜
県
指
令

岐
西
建
築
第

一
二
号
の
三

岐
阜
県
指
令

岐
西
建
築
第

一
二
号

指
定
番
号

令
和�･�･� 指

定

年
月
日

同�･�� 同�･�� 同�･�� 令
和�･�･�� 指

定

年
月
日

中
津
川
市
茄
子
川
字
長
連
寺
八
三
〇
番

四

位

置

美
濃
加
茂
市
加
茂
野
町
加
茂
野
字
浦
一

七
六
番
一
〇

美
濃
加
茂
市
西
町
五
丁
目
二
六
五
番
四

美
濃
加
茂
市
西
町
三
丁
目
五
八
番
四

可
児
郡
御
嵩
町
上
恵
土
字
弁
財
天
八
六

七
番
四
、
八
七
四
番
二
及
び
御
嵩
町
所

管
法
定
外
公
共
物(

道
路)

関
市
巾
二
丁
目
二
一
四
番
四

可
児
郡
御
嵩
町
伏
見
字
堂
根
七
一
〇
番

一
及
び
字
大
塚
七
五
五
番
一

美
濃
加
茂
市
西
町
七
丁
目
二
二
四
番
九�･�� 幅

員

(

メ
ー
ト

ル) �･�� �･�� �･�� �･�� �･�� �･��〜�･�� �･����･�� 延

長

(

メ
ー
ト

ル) ��･�� ��･�� ��･�� ��･�� ��･�� ��･�� ��･��
岐
阜
県
指
令

東
建
築
第
三

〇
号
の
二

指
定
番
号

岐
阜
県
指
令

中
建
築
第
四

五
号
の
七

岐
阜
県
指
令

中
建
築
第
四

五
号
の
六

岐
阜
県
指
令

中
建
築
第
四

五
号
の
四

岐
阜
県
指
令

中
建
築
第
四

五
号
の
二

岐
阜
県
指
令

中
建
築
第
四

五
号
の
五

岐
阜
県
指
令

中
建
築
第
四

五
号
の
三

岐
阜
県
指
令

中
建
築
第
四

五
号

令
和�･�･� 指

定

年
月
日

同�･�� 同 同 同�･�� 同�･�� 同�･�� 同�･�



令
和
七
年
七
月
十
五
日

岐
阜
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

竹

内

治

彦

指
定
し
た
施
設

岐
阜
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
三
十
一
号

公
職
選
挙
法
施
行
令(

昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号)

第
五
十
五
条
第
二
項
及
び
第
四
項
第
二

号
の
規
定
に
よ
り
施
設
の
長
が
不
在
者
投
票
管
理
者
と
な
る
施
設
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
指
定
の
取

消
し
を
し
た
の
で
、
そ
の
旨
告
示
す
る
。

令
和
七
年
七
月
十
五
日

岐
阜
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

竹

内

治

彦

指
定
を
取
り
消
す
施
設
の
名
称
等

○
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
認
可

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土

地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
七
年
七
月
十
五
日

岐
阜
県
知
事

江

崎

禎

英

雑

報

○
岐
阜
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
決
算
公
告

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法(

昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号)

第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
、
令
和
六
年
度
決
算
の
要
旨
を
公
告
す
る
。

令
和
七
年
七
月
十
五
日

岐
阜
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

理
事
長

浅

野

健

司
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自
衛
隊
岐
阜
病
院

名
称

多
治
見
市

市
町
村
名

多
治
見
市
養
正
交
流
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル

遊
戯
室

研
修
室
(全
面
利
用
)

研
修
室
(１
／
２
面
利
用
)

施
設

の
名

称

各
務
原
市
那
加
官
有
地
無
番
地

所
在

地

多
治
見
市
陶
元
町
135番

地
の

３ 所
在

地

150人
20人
30人
15人

収
容
人
員

公

示

西

輪

中

土

地

改

良

区

土

地

改

良

区

名

令
和

七
・

七
・

二

認

可

年

月

日
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令
和
七
年
七
月
十
五
日
発
行

岐
阜
市
薮
田
南
二
丁
目
一
番
一
号

発
行
者

岐

阜

県

発
行
所

岐

阜

県

庁

編

集

岐
阜
市
三
輪
ぷ
り
ん
と
ぴ
あ
十
三
―
一

岐

阜

文

芸

社


